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https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/fiber/pdf/20240329-2.pdf
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会員企業一覧

2025年10月時点

生産設備 /
機械メーカー

副資材

原料・素材メーカー /
関連機関

アパレル / 小売

検査 /
認証機関

ロジスティクス

リユース / リペア / 
リサイクル

正
会
員

賛
助
会
員

商社

■ジャパンサステナブルファッションアライアンス 
　個社では解決が難しい課題に対して、共同で解決策を導き出していくための企業連携プラットフォーム 
　2050年カーボンニュートラルとファッションロスゼロを目標に掲げ各種活動を実施
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2023年度審査員

アーティスト

片山真里

FASHION FRONTIER PROGRAM 2024審査員



一次審査会「プログラム参加者選抜」（2023.07.24） ワークショップ「サステナブル生地紹介」（2023.08.19）

中間審査（2023.09.09） ワークショップ「プリント施設見学」（2023.09.26）



作品撮影（2023.11.04）

最終審査会（2023.12.05） 授賞式（2023.12.05）

最終プレゼンテーション（2023.12.05）



2023年度受賞者
Grand Prize Runner- up Runner- up
川尻 優 Yu Kawajiri ジュリア モーザー Julia Moser 池部ヒロト Hiroto Ikebe

MAYUGOMORI

生活を長く支えてきた養蚕という存在。

かつての女性たちは虫であるお蚕の感覚を想像し、それを
感受するための媒体として自らの身体を機能させ、感覚を
蚕の身体の状態に拡張していた。それは人と蚕という生物
の身体感覚を通して行われるコミュニケーションであり、
そのような感覚は現代の私たちと乖離しつつある。

このプロジェクトではそのようなコミュニケーションから
生まれる“素材”や“生産者”との製品の関係性・文脈を視覚
化し、同様に大量生産のための工業化で見えなくなってき
たテキスタイル製品の製造プロセスの理解を取り戻すこと
で、衰退しつつある養蚕文化の記憶の再生を目指した。

Panta Rhei. Growing colours 

for flowing waters

バクテリアによる染色は、節水につながり、有害な化学物
質を使用する必要がないため水を汚さず、極めて環境にや
さしい。本作品は内容的にもデザイン的にも、新鮮な水を
保全するという問題に取り組んでいる。ペットボトルをリ
サイクルしたテキスタイルを再利用し、ウィーンのドナウ
川から分離されたJanthinobacterium lividum（ジャンシノバ
クテリウム・リビダム）というバクテリアを生地の染色に
使用することで、ほとんど水を必要とせず、染色中も染色
後も水を汚さない染色方法を実現している。使用されてい
る細菌株は、有害な化学薬品を使用せずに合成繊維を着色
することにも成功している。

weaving sentimentality

クローゼットの片隅にねむる

行き場をなくした無数の古衣に滲んだ

女たちの想い


わたしはその布のなかに

宿っていた想いを

止まっていた時を

解きほぐし　紡ぎなおし　

ひとつの形に編みなおすことで

どこかに継いでいきたいとおもった　

Photography by Yasunari Kikuma

評価ポイント： 
• 素材の独自性 
• リサーチの奥深さ、幅広さ 
• フィールドワーク 
• 個人的な関心の追求 
• 新しいデザイナーのあり方の具現化 
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綿花Raw Cotton
ウチャック社
by UCAK TEKSTIL
in Turkey
種まきSeeding
担当：アシル・ユルマズ
収穫Harvest
担当：アシル・ユルマズ
綿繰りGinning
担当：ハザン・カヤ
ベール作成Baling with a press
担当：エレン・デミル
紡績Making to Thread
ウチャック社
by UCAK TEKSTIL
in Turkey
スライバー作成Making raw cotton into sliver
担当：イルマク・チェリク
粗紡Roving
担当：ピナル・シャヒン
精紡Spinning
担当：ピナル・シャヒン
仕上げ・検品Finishing and inspection
担当：イズゼト・アルトゥントップ
輸出Export to Bangladesh 
港へ輸送Transportation  to  port 
担当：クゼイ・カルカン
輸出通関Customs Clearance担当：セブダ・タルハン
バンニングVanning担当：アルスラーン・ベレケ

船での輸送
Transporting by ship
担当：ジャン・デミレル

輸入通関
Import Customs  Clearance
担当：サイード・ハシナ
国内配送
Transport by Truck
担当：シャム・ナズムル

編み立て
Making into fabric
ナラヤンガンジニット社
By Narayanganj Knit
in Bangladesh

丸編機で生機作成
Creating grey 
担当：サディ・ヌサイバ

検反
Inspection
担当：タハ・ノア　

染色
Dyeing
チッタゴンダイイング社
by Chittagong Dyeing
in Bangladesh

ビーカー試験・色決め
Beaker test and color scheme
担当：ファルック・リーマン

前処理
Preprocessing
担当：ナジム・メナズ
　
染色
Dyeing
担当：ナジム・メナズ

仕上げ・検反
Finishing and inspection
担当：ナジム・メナズ
　
その頃日本では
Meanwhile in Japan

製品デザイン企画
Product design 
planning
豊島株式会社
by TOYOSHIMA & CO.
in Japan

絵型作成
Design Drawing

担当：森田結子
仕様書作成
Line Sheet 
担当：森田結子

パターン作成
Pattern Cutting
担当：倉知香衣
バングラデシュの続き
Back to Bangladesh

縫製
Sewing
ダッカソーイング社
by Dahka Sawing
in  Bangladesh

裁断
Cutting
担当：ジャハン・ラキブ

パーツ検品
Inspection by section
担当：モズッダル・プロム

縫製
Sewing
担当：マズハル・イスラット

工場検品
Inspection by factory
担当：ラヒム・サンジャナ

たたみ・付属付け袋入れ
Folding, attachmentand bagging
担当：ハフィズ・サディア

第三者検品・検針
Third-party inspection and needle detection
担当：ニザム・タスヌバ

梱包・出荷
Packing and Shipping
担当：ランガムア・アブドラ

輸入
Import to Japan

港へ輸送
Transport to port 
担当：ニザム・モフィズル

通関
Customs Clearance
担当：ラフマン・ロニー

バンニング
Vanning
担当：アマン・ダーリン

船での輸送
Transporting by ship
担当：ザワド・カリムル

通関
Customs Clearance
担当：川上 健介

ドレーで国内輸送
Transport by Truck
担当：下柳 一

指定倉庫納品
Warehouse delivery
担当：田中徳雄

各店頭配送
Transporting to stores
担当：高井恵美

※工場の名称、および
　人物名は一部架空

協力：豊島株式会社

検証｜1着トレースしてみて分かること

PHOTO：ALEX ABIAN / FASHION REVOLUTION JAPAN



PHOTO：ALEX ABIAN / FASHION REVOLUTION JAPAN



デニム生産の現場から 
ファッション産業の透明性について学び考える旅 広島・岡山2日間 
2024/8/2(金)～8/3(土)　







服づくりの原料から縫製までをたどり、 
ファッション産業の透明性について学び考える旅 タイ6日間 
2024/9/15(日)～9/20(金)































環境省サステナブルファッションウェブサイト



ファッション産業における資源循環の課題と取り組み

一般社団法人unisteps共同代表理事 
鎌田安里紗 / Arisa Kamada

2025年11月6日 
令和７年度資源リサイクルセミナー


